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子
規
の
俳
句
革
新
に
お
け
る
新
季
語

新
行
事
」
題
を
例
に

福

井

咲
久
良

は
じ
め
に

正
岡
子
規
は
明
治
二
五
年
か
ら
の
俳
句
革
新
を
、
旧
派
を
古
く
て
「
陳

腐
」、
そ
れ
に
対
し
自
ら
の
一
派
は
「
新
奇
」
で
あ
る
と
し
て
、
旧
派
を

批
判
す
る
形
で
展
開
し
た
。

そ
の
際
、
子
規
が
何
を
基
準
に
旧
派
を
「
陳
腐
」
と
判
じ
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
青
木
亮
人
氏
が
「
古
人
の
類
句
」
の
多
寡
が
そ
の
基
準
と
な
っ

た
形
跡
が
あ
る
と
指
摘
し
て

１
）

い
る
。
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
単
純
に
考
え

て
「
古
人
の
類
句
」
が
理
論
上
殆
ど
存
在
し
得
な
い
明
治
の
新
題
を

２
）

季
語

と
し
て
詠
ん
だ
な
ら
ば
、「
新
奇
」
な
句
に
な
り
得
た
は
ず
だ
と
い
う
推

測
も
成
り
立
つ
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
三
一
年
、
子
規
の
校
閲
に
よ
る
日
本

派
初
の
類
題
句
集
『
新

３
）

俳
句
』
の
新
題
採
用
状
況
を
見
る
と
、
先
行
す
る

旧
派
の
類
題
句
集
と
比
較
し
て
か
な
り
慎
重
で
あ
る
。

子
規
の
新
季
語
採
用
の
慎
重
な
姿
勢
に
つ
い
て
は
、『
新
俳
句
』
に
つ

い
て
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
も
先
学
が
指
摘
し
て
い
る
。
柴
田
奈
美
氏

は
、「
バ
ナ
ナ
」、「
ラ
ム
ネ
」
な
ど
の
新
季
語
を
個
別
に
検
討
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
市
民
生
活
や
文
芸
作
品
へ
の
定
着
を
見
極
め
た
上
で
新
季

語
と
し
て
発
表
し
て
い
る
点
に
、
子
規
の
慎
重
さ
と
革
新
性
を
指
摘
で
き

る
と

４
）

し
た
。
確
か
に
、
新
題
の
季
語
と
し
て
の
採
用
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
新
季
語
を
個
別
に
見
る
と
い
う
視
点
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る
。

が
、
新
季
語
を
性
質
や
傾
向
で
分
類
し
、
傾
向
ご
と
に
分
析
す
る
視
座
も

必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
本
稿
で
扱
う
「
新
行
事
」
の
よ
う

に
、
季
の
定
ま
り
や
す
い
は
ず
の
語
、「
風
船
」
な
ど
の
よ
う
に
、
季
の

定
ま
っ
た
過
程
の
判
然
と
し
に
く
い
語
、
そ
の
中
間
的
な
存
在
で
、「
手

袋
」
の
よ
う
に
、
感
覚
的
に
季
が
分
か
る
が
、
暦
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る

「
新
行
事
」
ほ
ど
は
明
確
な
季
感
の
後
ろ
盾
を
持
た
な
い
語
な
ど
の
よ
う

に
、
新
季
語
を
い
く
つ
か
の
系
統
に
分
類
し
、
各
々
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
そ
の
第
一
歩
と
し

て
、
特
に
明
治
の
「
新
行
事
」
を
詠
ん
だ
句
に
焦
点
を
当
て
、
子
規
の
旧

派
批
判
の
根
底
に
あ
っ
た
意
識
や
俳
句
へ
の
新
季
語
導
入
に
対
す
る
意
識

に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。
な
お
、
他
の
傾
向
の
新
季
語
の
問
題
や
、

秋
声
会
は
じ
め
他
の
新
派
の
動
静
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
い
う
「
新
行
事
」
と
は
、
明
治
の
新
行
事
や
政
府
に
よ

っ
て
復
興
さ
れ
た
行
事
に
加
え
、「
一
月
」「
一
日
」
な
ど
、
行
事
と
は
言

い
難
い
が
実
施
日
が
定
ま
っ
て
い
る
点
で
行
事
と
共
通
す
る
も
の
ま
で
含

め
る
こ
と
と
す
る
。
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さ
て
、
左
は
、
明
治
三
〇
年
三
月
八
日
、
子
規
が
虚
子
宛
て
に
書
き
送

っ
た
手
紙
の
一
節
で
あ
る
。

三
川
の
発
起
に
て
「
日
本
」
の
俳
句
等
を
出
版
せ
ん
（
民
友
社
よ

り
）
と
の
事
小
生
も
賛
成
致
候
冬
の
部
だ
け
先
づ
版
に
せ
ん
と
て
小

生
只
今
校
閲
中
也

此
中
へ
冬
帽

手
袋

や
き
い
も

毛
布

襟
巻

冬
服

ス
ト
ー

ヴ
等
の
新
題
を
季
ノ
物
と
定
メ
テ
入
れ
ん
と
す

貴
兄
も
此
題
に
て

御
つ
く
り
被
下
度
御
送
附
願
上
候

尤
も
最
初
の
事
故
之
を
季
に
入

れ
た
り
と
見
す
る
に
ハ
他
の
冬
の
季
を
結
ば
ぬ
方
よ
ろ
し
と

５
）

存
候

『
新
俳
句
』
は
、
先
学
が
指
摘
す
る
よ
う
に
子
規
が
選
句
に
深
く
関
与

し
て
い
る
こ

６
）

と
や
、
ま
た
右
の
手
紙
の
中
で
子
規
が
冬
の
新
題
を
「
季
ノ

物
」
と
し
て
取
り
込
む
こ
と
を
画
策
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
題
や
句
の
選

定
に
子
規
の
当
時
の
見
識
や
意
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
子
規
の
新
季
語
に
対
す
る
意
識
を
考
察
す

る
上
で
も
重
要
な
資
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

『
新
俳
句
』
は
書
名
に
「
新
」
を
冠
し
な
が
ら
も
、「
一
月
」
を
春
と
す

る
旧
暦
準
拠
の
体
裁
を
と
っ
て

７
）

お
り
、
ま
た
新
題
の
採
用
も
冬
季
に
集
中

し
て

８
）

い
て
、
先
行
す
る
旧
派
の
歳
時
記
や
類
題
句
集
に
比
し
て
限
定
的
だ

と
い
う
特
色
を
持
っ
て
い
る
。

季
の
問
題
が
絡
ん
で
く
る
他
の
新
題
と
違
っ
て
、
実
施
日
が
定
ま
っ
て

い
る
「
新
行
事
」
は
、
季
語
と
し
て
も
取
り
込
み
や
す
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
現
に
子
規
自
身
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
来
季
寄
に
無
き
者
も
略
々
気
候
の
一
定
せ
る
者
は
季
に
用
ゐ
得
可

し
例
へ
ば
紀
元
節
、
神
武
天
皇
祭
等
時
日
を
一
定
せ
る
者
は
論
を
竢

９
）

た
ず

ま
た
、
後
掲
す
る
が
「
天
長
節
」
等
に
つ
い
て
は
子
規
自
身
の
句
作
例

も
残
っ
て
い
る
。
し
か
し
、『
新
俳
句
』
で
の
「
新
行
事
」
題
の
立
項
は

「
ク
リ
ス
マ
ス
」「
一
月
」
の
他
見
ら
れ
な
い
。

そ
れ
に
対
し
、
旧
派
で
は
当
時
す
で
に
こ
れ
ら
「
新
行
事
」
題
を
類
題

句
集
や
季
寄
せ
に
多
く
取
り
入
れ
て
い
た
。
旧
派
の
明
治
新
題
の
取
り
込

み
の
姿
勢
は
明
治
一
〇
年
前
後
か
ら
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
明
治
一
四

年
刊
、
教
林
盟
社
周
辺
で
編
ま
れ
た
と
さ
れ
る
『
俳
諧
開

10
）

化
集
』
は
、
旧

派
の
中
で
も
先
進
的
か
つ
網
羅
的
に
新
題
を
取
り
込
ん
だ
類
題
句
集
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
下
巻
の
「
発
句

11
）

の
部
」
に
一
三
九
の
新
題
を
立
項
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
「
新
行
事
」
題
に
あ
た
る
も
の
は
、
左
の
表
に
掲
げ
た
十

一
題
か
ら
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
を
除
い
た
一
〇
題
で
あ
る
。

【
表
】
旧
派
季
寄
せ
等
に
お
け
る
「
新
行
事
」
題
の
採
用
状
況

①
『
ね
ぶ
り
の

12
）

ひ
ま
』
四
睡
庵
壺
公
編
、
明
治
七
年
（
表
中
「
①
ね
ぶ
り

の
ひ
ま
」）
※
太
陽
暦
に
よ
る
初
の
句
集

②
『
俳
諧
貝
合
』
能
勢
香
夢
編
、
明
治
七
年
八
月
、
福
井
酒
井
文
栄
堂

（
表
中
「
②
俳
諧
貝
合
」）
※
太
陽
暦
に
よ
る
初
の
季
寄
せ

③
『
新
編
俳
諧
題
鑑
』
横
山
利
平
著
、
三
森
幹
雄
校
、
明
治
九
年
二
月
、

三
森
幹
雄
・
伊
藤
有
終
刊
（
表
中
「
③
題
鑑
」）

④
『
明
治
増
題
俳
諧
新
部
類
』
浜
真
砂
著
、
岩
波
其
残
校
、
明
治
一
三
年

三
月
、
上
諏
訪
藤
森
平
五
郎
刊
（
表
中
「
④
新
部
類
」）

⑤
『
新
題
季
寄
俳
諧
手
洋
灯
』
萩
原
乙
彦
編
、
明
治
一
三
年
六
月
、
千
葉

正
文
堂
・
東
京
玉
海
堂
（
表
中
「
⑤
手
洋
灯
」）

⑥
『
明
治
新
撰
俳
諧
季
寄
鑑
』
山
内
梅
敬
編
、
花
之
本
芹
舎
校
、
明
治
一

三
年
七
月
、
京
都
隅
永
真
助
刊
（
表
中
「
⑥
季
寄
鑑
」）
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⑦
『
俳
諧
発
句
早
合
点
』
萩
原
乙
彦
著
、
明
治
一
四
年
三
月
、
静
岡
文
正

堂
（
表
中
「
⑦
発
句
早
合
点
」）

⑧
『
新
撰
掌
中
俳
諧
季
寄
大
全

乾
』
明
治
一
五
年
一
月
、
松
田
文
書
堂

（
表
中
「
⑧
季
寄
大
全
」）

⑨
『
季
寄
部
類
俳
諧
発
句
早
学
』
秋
月
亭
寛
逸
編
、
清
水
庵
五
岳
閲
、
明

治
二
五
年
九
月
、
弘
業
舘
（
表
中
「
⑨
発
句
早
学
」）

⑩
『
絵
入
俳
諧
季
寄
手
引
草
』
一
事
庵
史
栞
編
、
細
鱗
舎
松
江
閲
、
明
治

二
六
年
一
月
、
弘
文
舘
（
表
中
「
⑩
季
寄
手
引
草
」）

右
の
表
は
、
こ
れ
ら
の
「
新
行
事
」
題
が
、『
新
俳
句
』
に
先
行
す
る

い
く
つ
か
の
旧
派
の
季
寄
せ
や
類
題
句
集
で
も
立
項
し
て
い
る
か
を
ま
と

め
、
傾
向
を
概
観
し
、
さ
ら
に
『
新
俳
句
』
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
、
旧
派
の
と
る
傾
向
に
比
し
て
、『
新
俳
句
』
の
「
新
行
事
」

題
の
採
用
態
度
が
か
な
り
消
極
的
で
あ
っ
た
様
相
が
窺
え
る
。
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【表】明治「新行事」題の旧派季寄せ等への採用状況

一

月

一

日

元

始

祭

紀

元

節

陸

軍

始

春

季

祭

神
武
天
皇
祭

秋

季

祭

神

嘗

祭

天

長

節

ク
リ
ス
マ
ス

①ねぶりのひま
△ △ ○ × ○ × × × × × ×

明治７年

②俳諧貝合
○ × ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ×

明治７年８月

③題鑑
○ ○ ○ × × ○ ○ ○ × ○ ×

明治９年２月

④新部類
× × ○ × × ○ ○ ○ × ○ ×

明治13年３月

⑤手洋灯
△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

明治13年６月

⑥季寄鑑
△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

明治13年７月

⑦発句早合点
○ ○ ○ ○ × × × × × ○ ×

明治14年３月

⑧季寄大全
△ × × × × × × × × × ×

明治15年１月

⑨発句早学
△ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

明治25年９月

⑩季寄手引草
△ ○ × × × × × × × ○ ×

明治26年１月

新俳句
○ × × × × × × × × × ○

明治31年３月

凡例>

○：有

×：無

一月」の△：いち季語ではなく部立名として登場

『ねぶりのひま』の「一月」「一日」の△： 一月一日」として

登場

『新俳句』の「一日」の×： 一日」ではなく「元日」として立項

『新俳句』の「天長節」の×：立項なし。「秋詞書之部」に「天長

節」を前書とする３句はあり



一

旧
派
の
「
新
行
事
」
詠

『
俳
諧
開
化
集
』
を
中
心
に

で
は
、
旧
派
の
「
新
行
事
」
詠
は
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
当
時
の
旧
派
の
傾
向
を
知
る
上
で

も
、
旧
派
な
り
に
先
進
的
な
傾
向
を
知
る
上
で
も
適
当
な
書
と
考
え
ら
れ

る
『
俳
諧
開
化
集
』「
発
句
の
部
」
の
収
録
句
を
中
心
に
取
り
上
げ
、
旧

派
の
「
新
行
事
」
詠
の
特
色
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

左
は
、『
俳
諧
開
化
集
』
の
「
一
月
」
項
の
句
の
全
部
で
あ
る
。

①

一
月

や
長
閑
と
お
も
ふ
気
は
こ
ゝ
ろ

詢

斎

②
山
家
へ
も
来
る

一
月

や
梅
つ
ば
き

二
洲

③

一
月

を
冬
と
も
せ
ぬ
や
梅
の
花

左
岳

④

一
月

は
ま
た
あ
た
ら
し
き
寒
さ
哉

文
礼

⑤

一
月

や
寝
倦
し
や
う
な
牛
の

風

⑥

一
月

と
成
け
り
雪
の
中
な
が
ら

梅
宿

⑦

一
月

の
床
や
寒
菊
添
て
花

林
華

一
月
」
は
年
頭
の
月
を
新
暦
で
指
す
呼
称
で
、
旧
暦
で
は
「
正
月
」

と
言
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。『
俳
諧
開
化
集
』
と
同
じ
く
教
林
盟
社

周
辺
で
編
ま
れ
た
と
さ
れ
る
『
ね
ぶ
り
の
ひ
ま
』
の
「
新
年
の
題
」
の
一

覧
の
末
尾
に
は
、「
正
月
又
は
元
日
、
御
代
の
春
、
け
さ
の
春
の
類
を
用

ひ
て
、
流
行
お
く
れ
の
名
を
と
る
事
な
か
れ
」
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る

の
で
、
教
林
盟
社
社
中
で
は
特
に
「
正
月
」
は
旧
暦
、「
一
月
」
は
新
暦

が
強
く
意
識
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

続
い
て
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
各
句
が
「
一
月
」
を
ど
の
よ
う
に
句
の

中
に
詠
み
込
み
処
理
し
て
い
る
か
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

①
の
句
に
は
、「
一
月
」
以
外
に
「
長
閑
」
と
い
う
春
の
季
語
も
詠
み

込
ま
れ
て
い
る
。
句
意
は
、
新
暦
の
一
月
は
実
質
ま
だ
冬
で
あ
る
の
に
、

つ
い
長
閑
な
気
が
し
て
し
ま
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
前

提
に
は
旧
暦
の
正
月
が
春
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に

「
一
月
」
と
聞
く
と
旧
暦
の
「
正
月
」
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、
こ
の
句
の
作
者
は
、
旧
時
代
の
常
識
を
捨
て
切
れ
て
い
な
い
も
の

と
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
他
の
句
に
も
看
取
さ
れ

る
。例

え
ば
③
の
句
は
「
一
月
」
を
冬
と
思
わ
ず
に
、
春
の
花
で
あ
る
梅
の

花
が
咲
い
て
い
る
と
い
う
句
意
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
元
々
旧
暦
の
正
月
が

春
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
冬
の
季
語
で

あ
る
「
帰
花
」
な
ど
を
使
わ
ず
に
、「
冬
と
も
せ
ず
や
梅
の
花
」
と
詠
ん

で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
④
の
句
も
、
旧
暦
の
正
月
な
ら
ば
春
だ
か
ら
新

年
と
同
時
に
暖
か
さ
が
や
っ
て
く
る
は
ず
な
の
に
、
新
暦
の
一
月
は
実
質

冬
で
あ
る
か
ら
、
新
年
と
共
に
や
っ
て
き
た
の
は
寒
さ
で
あ
る
と
い
う
句

意
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
⑦
の
句
は
、
旧
暦
の
正
月
で
あ
れ
ば
、
春
の
花
を

床
の
間
に
飾
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
新
暦
の
一
月
で
は
実
質
冬
で
あ
る

た
め
寒
菊
く
ら
い
し
か
咲
い
て
い
な
い
の
で
、
せ
め
て
そ
れ
を
新
年
に
飾

る
花
と
し
よ
う
と
い
う
句
意
で
あ
る
と
解
せ
る
。

⑥
の
句
は
、
雪
の
中
で
あ
り
な
が
ら
一
月
に
な
っ
た
、
と
い
う
句
意
で

あ
る
が
、
新
暦
の
感
覚
で
読
め
ば
、
新
暦
の
一
月
は
実
質
冬
で
あ
る
の

で
、
雪
の
も
つ
冬
の
季
感
と
の
間
に
齟
齬
は
な
く
、「
な
が
ら
」
と
い
う

措
辞
は
無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
。
よ
っ
て
こ
の
句
も
、
旧
暦
の
正
月
が

春
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
解
釈
し
が
た
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。
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加
え
て
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
く
る
と
、
⑥
の
句
に
は
、
古
典
の
趣

向
を
応
用
し
て
明
治
の
新
事
物
を
詠
む
と
い
う
手
法
も
指
摘
で
き
る
か
と

思
う
。
類
例
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
こ
の
句
の
場
合
、
趣
向
は
『
古

今
集
』
巻
頭
歌
「
年
の
内
に
春
は
来
に
け
り
一
年
を
去
年
と
や
言
は
ん
今

年
と
や
言
は
ん
」
に
代
表
さ
れ
る
、「
年
内
立
春
」
の
詠
み
方
に
大
変
似

通
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
年
内
立
春
」
は
冬
と
春
の
間
や
ず
れ

を
知
的
に
愉
し
む
趣
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
⑥
の
句
の
も
つ
趣
向
と
共
通

し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
こ
の
句
は
、
旧
来
の
「
年

内
立
春
」
の
趣
向
を
、
新
暦
と
旧
暦
の
ず
れ
に
応
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
子
規
は
、『
再
び
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
』
の
中
で
先
掲
の

『
古
今
集
』
歌
を
取
り
上
げ
た
際
、「
日
本
人
と
外
国
人
と
の
合
の
子
」

の
よ
う
に
「
し
や
れ
に
も
な
ら
ぬ
つ
ま
ら
ぬ
歌

13
）

に
候
」
と
評
し
て
非
難
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑥
の
句
に
限
ら
ず
、
旧
時
代
の
季
感
を
捨
て
き

れ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
ず
れ
や
間
を
知
的
に
愉
し
ま
ん
と
す
る
、
先
掲
の

「
一
月
」
項
の
よ
う
な
性
質
の
句
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
批
判
を
抱
い
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、『
俳
諧
開
化
集
』「
発
句
の
部
」
の
「
一
月
」
項
の
句
は

総
じ
て
、
類
型
的
に
旧
時
代
と
の
常
識
の
ず
れ
、
旧
時
代
と
新
時
代
の
暦

の
ず
れ
を
知
的
に
処
理
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
の
句
は
、『
俳
諧
開
化
集
』
の
他
の
「
新
行
事
」
項

の
句
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

⑧
御
代
な
れ
や

一
日

と
み
な
言
覚
え

詢

斎

（「
一
日
」
項
）

は
、
明
治
天
皇
の
時
代
と
な
っ
て
、
年
始
の
日
を
『
ね
ぶ
り
の
ひ
ま
』
が

「
流
行
お
く
れ
」
と
し
た
「
元
日
」
で
は
な
く
、「
一
日
」
と
呼
び
覚
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
句
意
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
じ
く

『
俳
諧
開
化
集
』「
一
日
」
の
項
に
収
め
ら
れ
る

⑨

一
日

や
寒
さ
お
さ
へ
る
日
の
光
り

完
鷗

「
一
日
」
項
）

と
い
う
句
も
、
旧
暦
な
ら
ば
春
の
日
差
し
で
あ
る
は
ず
の
「
一
日
」
の
光

で
あ
る
か
ら
、「
一
月
」
の
冬
の
寒
さ
を
和
ら
げ
る
の
だ
と
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
た
、『
俳
諧
開
化
集
』
に
限
ら
ず
、『
ね
ぶ
り
の
ひ
ま
』
に
も
「
一

月
」
の
部
に
次
の
よ
う
な
句
が
見
え
る
。

⑩

一
月

も
七
日
た
ち
け
り
寒
の
梅

沙
山

一
月
に
入
っ
て
も
う
七
日
が
経
っ
た
が
、
寒
梅
が
咲
い
て
い
る
と
い
う

句
意
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
も
、
旧
暦
の
正
月
で
あ
れ
ば
寒
梅
で
は
な
く
梅

が
咲
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
、
新
暦
の
一
月
は
実
質
冬
な
の

で
寒
梅
が
咲
い
て
い
る
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
「
一
月
」
の
部
の
、

一
月

は
花
の
春
ま
つ
は
じ
め
哉

精
知

の
句
も
、
旧
暦
の
正
月
な
ら
ば
花
の
春
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

前
提
と
し
、
新
暦
の
一
月
は
実
質
冬
で
あ
る
か
ら
、
花
の
春
を
待
つ
年
始

め
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
詠
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
い
ず
れ
の
句
も
、
旧
時
代
と
新
時
代
の
暦
の
ず
れ
を
知
的
遊
戯
の
よ

う
に
詠
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
次
に
挙
げ
る
の
は
、
先
の
⑥
の
句
の
検
討
の
折
に
触
れ
た
、
従

来
の
古
典
的
趣
向
や
詠
み
方
を
つ
か
っ
て
「
新
行
事
」
を
発
句
に
取
り
込

も
う
と
し
た
例
で
あ
る
。

積
雪
も
貢
ぎ
と
う
た
へ

元
始
祭

二
洲

ほ
の
〴
〵
と
よ
き
雪
晴
や

元
始
祭

黙
平

（
以
上
『
俳
諧
開
化
集
』「
元
始
祭
」
項
）
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拍
手
に
う
ち
こ
む
雪
や

紀
元
節

蘆
水

旭
に
向
ふ
烏
の
声
や

紀
元
節

梅
宿

（
以
上
『
俳
諧
開
化
集
』「
紀
元
節
」
項
）

式
の
日
や
霰
た
ば
し
る
帽
の
上

永
機

（
以
上
『
俳
諧
開
化
集
』「
陸
軍
始
」
項
）

元
始
祭
」
は
明
治
五
年
制
定
の
皇
室
行
事
で
、
毎
年
一
月
三
日
、
天

皇
の
位
の
元
始
を
寿
い
だ
も
の
で
あ
る
。「
紀
元
節
」
は
、「
日
本
書
紀
」

が
初
代
人
皇
の
神
武
天
皇
即
位
の
日
と
す
る
一
月
一
日
を
、
太
陽
暦
に
換

算
し
た
と
い
う
二
月
一
一
日
を
祝
日
と
定
め
た
も
の
で
、
同
じ
く
明
治
五

年
に
制
定
さ
れ
た
。「
陸
軍
始
」
は
旧
日
本
陸
軍
で
毎
年
一
月
八
日
の
仕

事
始
め
の
日
に
行
な
っ
た
観
兵
式
な
ど
の
儀
式
を
指
す
。

の
三
句
は
、
い
ず
れ
も
雪
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
季
節
的
に
雪

の
降
る
時
期
で
あ
る
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
に
め
で
た
い
こ
と
を

雪
と
と
も
に
詠
む
と
い
う
詠
み
方
は
、『
万
葉
集
』
巻
末
歌
「
新
し
き
年

の
初
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
い
や
し
け

14
）

吉
事
」
な
ど
か
ら
先
例
が
見

ら
れ
る
。

に
は
、
積
も
る
雪
を
「
貢
ぎ
」
と
称
え
よ
と
い
う
内
容
が
詠

ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
雪
は
豊
年
の
貢
ぎ
」
な
ど
と
い
う
知
識
に
基
づ
い

て
い
る
。
謡
曲
「
難
波
」
に
は
、
仁
徳
紀
を
引
用
す
る
場
面
で
「
浜
の
真

砂
の
数
積
も
り
て
、
雪
は
豊
年
満
作
の
御

15
）

調
物
」
の
よ
う
に
引
用
さ
れ
て

お
り
、
定
型
表
現
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た

『
ね
ぶ
り
の
ひ
ま
』
収
録
句
の

一
日

や
雪
も
め
で
た
き
も
の
ゝ
数

得
水

「
一
月
」
の
部
）

に
も
、
同
様
の
趣
向
を
看
取
で
き
る
。

続
い
て
、

の
句
に
は
烏
が
登
場
す
る
が
、
こ
れ
は
神
武
即
位
前
紀
の

神
武
天
皇
が
烏
に
導
か
れ
た
話
に
基
づ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

の
句
の
場
合
、「
陸
軍
始
」
と
い
う
語
を
詠
み
込
ん
で
は
い
な
い
が
、

「
も
の
の
ふ
の
や
な
み
つ
く
ろ
ふ
こ
て
の
う
へ
に
霰
た
ば
し
る
な
す
の
し

の
原
」（『
金
槐
和
歌
集
』
三
四
八
）
と
い
う
実
朝
歌
を
踏
ま
え
る
こ
と

で
、「
霰
」
と
い
う
旧
来
の
季
語
を
得
て
有
季
と
い
う
発
句
の
条
件
を
満

た
し
、
さ
ら
に
「
こ
て
」
を
軍
帽
に
詠
み
か
え
て
当
代
の
陸
軍
ら
し
い
一

句
に
仕
立
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。

先
行
す
る
古
典
作
品
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
目
さ
れ
る
例
は
、
明
治

一
二
年
刊
、
明
倫
講
社
の
三
森
幹
雄
が
編
者
を
務
め
た
『
俳
諧
新
選
明
治

六

16
）

百
題
』
に
も
見
い
だ
せ
る
。

元
日

や
け
ふ
り
の
立
ぬ
家
も
な
し

清
制

（
歳
旦
之
部
（
冬
）「
元
日
」
項
）

こ
の
句
の
、
元
日
と
い
う
め
で
た
い
日
に
竈
の
煙
が
上
ら
な
い
家
は
な

い
と
い
う
趣
向
は
、『
新
古
今
集
』
巻
第
七
（
賀
）
巻
頭
歌
「
た
か
き
屋

に
の
ぼ
り
て
み
れ
ば
煙
た
つ
た
み
の
か
ま
ど
は
に
ぎ
は
ひ
に
け
り
」
や
、

仁
徳
紀
を
踏
ま
え
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
新
行
事
」
に
は

当
た
ら
な
い
が
、『
俳
諧
開
化
集
』
に
は
次
の
句
も
載
る
。

御
旗
日
や
賤
が

も
賑
は
し
き

可
洗

「
国
旗
」
項
）

右
の
句
も
、「
賤
が

」
の
賑
わ
い
を
詠
む
こ
と
で
「
御
旗
日
」
を
寿

ぐ
趣
向
で
あ
る
点
に
着
目
す
る
と
、
先
出
の

と
同
様
に
「
仁
徳
天
皇
御

製
」
を
踏
ま
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
新
行
事
」
の
執
り
行
わ
れ
る

日
は
多
く
が
「
御
旗
日
」
で
も
あ
る
の
で
、「
新
行
事
」
と
同
様
の
傾
向

を
示
す
こ
と
も
首
肯
で
き
よ
う
。

続
い
て
も
、『
俳
諧
新
選
明
治
六
百
題
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

一
月

の
花
と
は
な
り
ぬ
今
朝
の
雪

柳
叟

（
歳
旦
之
部
（
冬
）「
一
月
」
項
）
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右
の
句
の
、
年
の
始
め
に
木
に
雪
が
降
り
か
か
っ
て
花
に
見
え
る
と
い

う
趣
向
自
体
は
、「
雪
の
木
に
ふ
り
か
か
れ
る
を
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書

の
素
性
法
師
の
和
歌
、「
春
た
て
ば
花
と
や
見
ら
む
白
雪
の
か
か
れ
る
枝

に
う
ぐ
ひ
す
ぞ
な
く
」（『
古
今
和
歌
集
』
春
上
・
六
）
を
始
め
と
し
て
和

歌
に
多
く
見
ら
れ
る
。

の
句
は
春
の
雪
を
詠
ん
だ
旧
来
の
歌
や
句
の
趣

向
を
、
そ
の
ま
ま
実
質
的
に
冬
で
あ
る
新
暦
の
「
一
月
」
の
句
に
応
用
し

た
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
以
上
に
加
え
、
旧
派
の
「
新
行
事
」
詠
に
は
、
旧
来
の
季
語
に

寄
り
か
か
っ
た
趣
向
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。

陸
軍
や
朝
日
か
ゞ
や
く
事
始

春
湖

「
陸
軍
始
」
項
）

右
の
句
は
『
俳
諧
開
化
集
』
の
「
陸
軍
始
」
項
に
載
る
句
で
あ
る
。
陸

軍
の
仕
事
始
め
が
朝
日
輝
く
中
で
執
り
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
句
意
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
の
句
で
は
「
陸
軍
」
と
い
う
語
に
「
事
始
」
と
い
う
旧
来

の
季
語
を
併
せ
る
こ
と
で
、
有
季
と
い
う
発
句
の
条
件
を
満
た
し
つ
つ
、

「
陸
軍
始
」
を
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
や
は
り
「
陸
軍
始
」
項
に

掲
載
の
、
先
出
の

の
句
が
、「
霰
」
と
い
う
旧
来
の
季
語
を
詠
み
込
む

こ
と
で
有
季
と
い
う
発
句
の
条
件
を
満
た
し
て
い
た
こ
と
と
重
な
っ
て
く

る
。と

こ
ろ
で
、「
事
始
」
と
い
う
季
語
は
元
々
、
軍
事
に
関
す
る
こ
と
で

も
、
特
に
年
頭
行
事
を
指
し
た
も
の
で
も
な
い
と
さ

17
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れ
る
。
し
か
し
、
こ

の
句
に
お
い
て
は
、「
陸
軍
始
」
を
も
「
事
始
」
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
旧
来
の
季
語

を
応
用
し
て
新
事
物
を
詠
む
と
い
う
手
法
は
、『
俳
諧
開
化
集
』
に
お
い

て
、「
新
行
事
」
以
外
の
新
事
物
を
詠
ん
だ
句
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば

次
の
「
西
洋

」
項
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
例
で
あ
る
。

樫
の
葉
も
常
磐
の
色
よ
門
飾

漣
々

青
柴
に
木
の
実
も
ま
ぜ
て
門
か
ざ
り

蘆
水

交
り
の
丸
き
を
門
の
か
ざ
り
か
な

菟
好

（「
西
洋

」
項
）

西
洋

」
は
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
は
、「
祝
祭
日
な
ど

に
、
造
花
、
テ
ー
プ
そ
の
他
を
用
い
て
つ
く
り
あ
げ
る
ア
ー
チ
式
の
装
飾

な
ど
」
と
あ
り
、
正
月
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
が
、
こ
れ
ら
の
三
句

は
、「
西
洋

」
を
、

の
句
で
は
素
材
の
面
で
、

の
句
で
は
形
状

の
面
で
特
殊
な
、「
門
飾
」
と
し
て
表
現
し
て
い
る
と
解

18
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せ
る
。
つ
ま
り
、

「
西
洋

」
を
旧
来
の
季
語
で
あ
る
「
門
飾
」
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
よ

う
に
捉
え
て
、「
門
飾
」
の
中
に
含
み
込
も
う
と
す
る
態
度
が
窺
え
る
の

で
あ
る
。

陸
軍
始
」
の
例
、
さ
ら
に
「
西
洋

」
の
例
か
ら
は
、
一
見
全
く
新

し
い
素
材
を
取
り
込
ん
で
い
る
よ
う
で
、
実
は
旧
来
の
季
語
の
概
念
を
基

盤
と
し
、
そ
の
上
に
新
素
材
が
詠
み
込
ま
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
い
う

様
相
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
旧
派
類
題
句
集
の
「
新
行
事
」
詠
か
ら
は
、

Ⅰ

旧
時
代
の
常
識
的
感
覚
で
、
も
し
く
は
そ
れ
と
の
ず
れ
を
楽
し
む

か
の
よ
う
に
新
時
代
の
新
常
識
を
詠
む

Ⅱ

古
典
の
趣
向
を
応
用
し
て
明
治
の
新
事
物
を
詠
む

Ⅲ

旧
来
の
季
語
を
応
用
し
て
明
治
の
新
事
物
を
詠
む

と
い
う
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
傾
向
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

よ
う
に
、
旧
派
に
よ
る
「
新
行
事
」
の
取
り
込
み
は
、
一
見
革
新
的
な
よ

う
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実
態
は
、
近
世
俳
諧
が
俗
語
や
新
語
を
取
り
込

ん
で
き
た
こ
と
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
子
規
は
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こ
の
辺
り
を
見
抜
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二

日
本
派
の
新
行
事
詠

子
規
を
中
心
に

で
は
こ
こ
か
ら
は
、
子
規
を
中
心
に
日
本
派
の
「
新
行
事
」
詠
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

子
規
の
「
新
行
事
」
詠
と
し
て
は
、「
紀
元
節
」「
天
長
節
」「
ク
リ
ス

マ
ス
」
詠
が
確
認
で

19
）

き
る
。
宮
坂
静
生
氏
に
よ
る
と
、
明
治
三
〇
年
三
月

に
は
『
新
俳
句
』「
冬
之
部
」
の
子
規
の
校
閲
が
始
ま
っ
て
い
た

20
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の
で
、

こ
こ
か
ら
は
そ
れ
以
前
の
句
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
す
る
。

左
は
『
新
俳
句
』
に
先
行
す
る
子
規
の
「
天
長
節
」
詠
で
あ
る
。

宿
の
菊

天
長
節

を
し
ら
せ
ば
や
（
明
治
二
五
年
）

（『
寒
山
落
木
』
巻
一
、
引
用
『
子
規
全
集
』
一
巻
）

海
晴
れ
て

天
長
節

の
日
和
か
な
（
明
治
二
七
年
）

「
日
本
新
聞
」
明
治
二
七
年
一
一
月
三
日
、
引
用
『
子
規
全
集
』
四
巻
）

草
の
戸
や

天
長
節

の
小
豆
飯

（
明
治
三
〇
年
）

（『
俳
句
稿
』
明
治
三
〇
年
、
引
用
『
子
規
全
集
』
三
巻
）

唱
歌
聞
ゆ

天
長
節

の
朝
日
哉

（
明
治
三
〇
年
）

（「
日
本
新
聞
」
明
治
三
〇
年
一
一
月
三
日
／『
俳
句
稿
』
明
治
三
〇
年
、

引
用
『
子
規
全
集
』
三
巻
）

畑
打
の

天
長
節

を
知
ら
ぬ
か
な
（
明
治
三
〇
年
）

（『
俳
句
稿
』
明
治
三
〇
年
、
引
用
『
子
規
全
集
』
三
巻
）

の
句
は
、
天
皇
の
象
徴
で
あ
る
「
菊
」
と
「
天
長
節
」
を
結
ん
だ
句

で
あ
り
、
こ
の
点
で
旧
派
の
「
天
長
節
」
詠

上
も
無
き
日
が
ら
を
菊
の
盛
哉

藍
庭

（『
俳
諧
開
化
集
』「
天
長
節
」
項
）

な
ど
と
発
想
の
共
通
す
る
句
と
言
え
る
。
ま
た
、

の
「
天
長
節
の
日

和
」
も
、
先
掲
の

、
旧
派
の
句
の
「
上
も
無
き
日
が
ら
」
と
ほ
ぼ
同
義

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
五
年
刊
の
日
本
派
の
類
題
句
集
『
春
夏
秋

冬
』「
秋

21
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之
部
」
に
は
、
左
の

の
よ
う
に
、
中
七
、
下
五
の
詞
章
が

と
全
く
同
じ
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

年
々
に

天
長
節

の
日
和
か
な

鳴
雪

つ
ま
り
同
じ
日
本
派
の
中
で
、
比
較
的
近
い
時
期
に
類
似
句
が
作
ら
れ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

の
句
の
「
天
長
節
」
と
「
朝
日
」
を
結
ぶ
発
想
は
、
旧
派
に
、

か
ゞ
や
く
や

天
長
節

の
朝
日
か
げ

月
窓

（『
俳
諧
開
化
集
』「
天
長
節
」
項
）

の
よ
う
な
先
行
例
が
あ
る
。
ま
た
「
唱
歌
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
句
の
指

す
唱
歌
「
天

22
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長
節
」
を
含
め
、
小
学
校
の
儀
式
用
の
唱
歌
が
「
祝
日
大
祭

日
唱
歌
」
と
し
て
公
布
さ
れ
た
の
が
明
治
二
六
年
で
あ
る
の
で
、

の
句

が
作
ら
れ
た
明
治
三
〇
年
当
時
は
、「
天
長
節
」
に
唱
歌
は
つ
き
も
の
だ

と
言
え
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
と
き

「
紀
元
節
」「
神
嘗
祭
」
な
ど
の
唱
歌
も
同
時
に
公
布
さ
れ
て
お
り
、
他

の
祝
日
の
句
で
も
用
い
ら
れ
う
る
素
材
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
旧
派
と
の
発
想
の
差
異
が
殆
ど
見
ら
れ

な
い
句
が
多
く
を
占
め
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
中
に
は
類
想

を
脱
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
点
を
持
つ
句
も
見
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
旧
派
の
「
天
長
節
」
詠
は
、
先
掲
の

や

の
よ
う
に
、
こ
の
上
な
い
め
で
た
さ
を
華
や
か
に
詠
む
も
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
子
規
の
詠
で
あ
る

は
、
侘
び
住
ま
い
で
「
小
豆

飯
」
を
炊
い
て
祝
う
天
長
節
を
描
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
天
長
節
に
限
ら
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ず
慶
事
な
ど
に
赤
飯
は
つ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
類
句
が
存
す
る

可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
現
に
子
規
自
身
に
も
、

冬
枯
や
庚
申
堂
の
小
豆
飯
（
明
治
二
九
年
）

（『
寒
山
落
木
』
巻
五
、
引
用
『
子
規
全
集
』
二
巻
）

な
ど
、
天
長
節
以
外
で
小
豆
飯
を
詠
ん
だ
句
が
存
し
、
小
豆
飯
自
体
は
単

独
で
天
長
節
の
特
色
を
表
す
に
は
不
十
分
な
素
材
で
あ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
し
か
し
、
後
に
寒
川
鼠
骨
が
「
草
の
戸
は
（
略
）
侘
び
た
る
住
居
で

あ
る
、（
略
）
酒
池
肉
林
で
祝
ふ
よ
り
か
も
却
つ
て
斯
様
な
粗
末
な
も
の

で
祝
ふ
方
が
ゆ
か

23
）

し
い
」
と
こ
の
句
を
評
し
た
よ
う
に
、
大
仰
な
描
写
を

し
て
い
な
い
点
が
、
旧
派
の
「
天
長
節
」
詠
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
と

も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

同
様
に
、

は
「
天
長
節
」
と
い
う
こ
の
上
な
い
祝
日
に
、
そ
れ
と
は

知
ら
ず
い
つ
も
通
り
畑
を
打
っ
て
い
る
農
民
の
姿
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
句
中
に
「
菊
」「
唱
歌
」「
小
豆
飯
」
な
ど
の
素
材
が
な
い
た
め
に
、

一
句
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
子
規
の
「
天
長
節
」
詠
の
中
で
も
特
に
そ
れ

ら
し
さ
に
欠
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
何
も
か
も
を
置
い

て
天
皇
を
寿
ぐ
べ
き
日
に
、
そ
の
日
で
あ
る
こ
と
す
ら
知
ら
ず
い
つ
も
通

り
農
事
に
携
わ
る
「
大
胆
不
敵
」
な
農
夫
を
詠
ん
だ
斯
様
な
句
は
、
俳
諧

教
導
職
も
多
か
っ
た
旧
派
に
と
っ
て
、
容
易
く
詠
み
得
な
か
っ
た
は
ず
で

あ
り
、
子
規
の
狙
い
が
そ
こ
に
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
子
規
の
「
天
長
節
」
詠
は
、
旧
派
の
そ
れ
と

一
線
を
画
そ
う
と
す
る
意
向
や
独
自
性
が
垣
間
見
え
る
も
の
も
確
か
に
散

見
さ
れ
る
が
、
概
し
て
、「
天
長
節
」
ら
し
く
詠
も
う
と
す
る
と
類
想
に

陥
り
か
ね
ず
、
類
想
を
脱
し
よ
う
と
す
る
と
「
天
長
節
」
ら
し
さ
を
欠
き

か
ね
な
い
危
う
さ
を
孕
む
傾
向
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

続
け
て
、
日
本
派
の
「
天
長
節
」
詠
も
見
て
み
よ
う
。
子
規
の
後
を
引

き
継
い
で
高
浜
虚
子
・
河
東
碧
梧
桐
が
選
に
当
た
っ
た
類
題
句
集
に
『
春

夏
秋
冬
』「
夏
之
部
」「
秋
之
部
」「
冬
之
部
」（
明
治
三
五
〜
三
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六
年
）
が

あ
る
。
そ
の
「
秋
之
部
」
に
は
「
天
長
節
」
項
が
存
在
す
る
。

年
々
に

天
長
節

の
日
和
か
な

鳴
雪

草
の
戸
や

天
長
節

の
小
豆
飯

子
規
（

と
重
複
）

卓
上
や
菊
の
杯
菊
の
酒

露
月

軍
艦
に

天
長
節

の
夜
会
か
な

五
城

日
出
づ
る
と
こ
ろ
の
天
子
菊
の
宴

把
栗

菊
の
花
洋
々
と
し
て
楽
起
る

寒
樓

団
欒
や
民
喜
び
の
菊
の
酒

碧
梧
桐

の
句
は
い
ず
れ
も
、
菊
に
関
す
る
こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ

り
、
そ
の
点
で
類
想
的
で
あ
る
と
言
え
る
。

は
軍
艦
で
の
天
長
節
の
夜

会
と
い
う
、
か
な
り
特
殊
な
状
況
の
宴
を
詠
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
類
句
は

現
れ
に
く
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
逆
を
言
え
ば
、
こ
こ
ま
で
特
殊
な

状
況
を
詠
ま
な
け
れ
ば
、「
天
長
節
」
詠
に
お
い
て
な
か
な
か
類
想
を
脱

し
得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

は
『
隋
書
』
倭
国
伝
の
記
事
を
菊
の
宴
と
結
ん
で
天
長
節
の
内
容
を

表
現
し
て
い
る
と
読
め
、
そ
の
点
で
知
識
に
偏
重
し
て
い
る
。

先
に
指
摘
し
た

（

に
同
じ
）
に
加
え
、

の
「
卓
上
」、

の

「
団
欒
」、「
民
」
と
い
っ
た
語
に
は
、
旧
派
の
仰
々
し
い
「
天
長
節
」
詠

に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
素
朴
な
印
象
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
、

の
「
菊
の
酒
」
や
、

の
「
菊
の
花
」

に
湧
き
起
こ
る
寿
ぎ
の
楽
、

の
「
菊
の
酒
」
を
汲
む
「
民
」
の
「
喜

び
」
な
ど
か
ら
受
け
る
、
語
彙
や
発
想
が
画
一
的
で
あ
る
と
い
う
印
象
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は
、
払
拭
し
が
た
い
も
の
が
あ
る
。

新
行
事
」
は
表
面
的
に
は
新
し
い
題
で
あ
る
。
し
か
し
、「
新
行
事
」

が
負
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
明
治
新
政
府
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
歴
史
的

背
景
は
、
む
し
ろ
古
典
的
か
つ
伝
統
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
儀
式
も
厳

粛
あ
る
い
は
盛
大
で
、
か
つ
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
。「
新
行
事
」
詠
全
体
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
松
岡
満
夫
氏
は
『
新

俳
句
』
の
季
題
数
、
特
に
新
年
季
題
の
少
な
さ
に
つ
い
て
、「
一
般
に
新

年
の
季
題
に
は
古
典
的
、
時
代
的
な
臭
味
の
あ
る
も
の
が

25
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多
い
」
と
指
摘

し
て
い
る
。
松
岡
氏
の
指
摘
す
る
、
新
年
季
題
の
「
古
典
的
、
時
代
的
な

臭
味
」
が
新
鮮
な
詩
情
を
表
わ
す
の
を
阻
害
す
る
の
だ
と
し
た
ら
、「
新

行
事
」
題
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
本
稿
の
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
「
類
句
」
が
少
な
い
と
い
う

こ
と
が
子
規
の
い
う
「
新
奇
」
な
句
の
十
分
条
件
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、

「
新
行
事
」
詠
で
は
こ
の
条
件
を
な
か
な
か
満
た
し
が
た
か
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
子
規
が
『
新
俳
句
』
の
新
題
か
ら
「
新
行
事
」
題
を
極
力

外
し
た
理
由
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
二
八
年
に
、
子
規
は
「
写
生
」
を
提
唱
し
て

26
）

い
る
。

先
掲
の

の
子
規
の
「
天
長
節
」
詠
（
明
治
三
〇
年
）
の
中
に
類
句
や

類
想
を
脱
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
点
が
看
取
さ
れ
た
の
は
、
あ
る
い

は
そ
の
論
理
が
実
践
さ
れ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
類
想
を
脱

し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
脱
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
な
の
か
、「
天
長

節
」
詠
ら
し
さ
を
失
い
か
ね
な
い
危
う
さ
を
抱
え
た
り
と
、
そ
の
実
践
が

不
完
全
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、「
写
生
」
論
の
実
践
経
験
が

ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
、「
天
長
節
」
と
い
う
「
新
行
事
」
の
持
つ
「
古
典
的
、
時
代
的

な
臭
味
」
が
、「
写
生
」
論
実
践
の
足
か
せ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、『
新
俳
句
』
で
例
外
的
に
採
用
さ
れ
た
「
新
行
事
」
題
は
「
一

月
」
と
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
『
新
俳
句
』
の

「
一
月
」
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
句
を
見
る
と
、
左
の
よ
う
に
、

か
ら

の
い
ず
れ
の
句
も
「
一
月
」
と
い
う
語
は
つ
か
わ
ず
、「
正
月
」「
睦

月
」
と
い
っ
た
語
を
用
い
て
い
る
。

正
月
や
橙
赤
き
雪
の
門

愚
哉

あ
ら
惜
し
や
早
正
月
も
三
日
立
つ

数
鶯

睦
月
ま
だ
川
風
寒
し
藪
の
花

宗
重

国
亡
ん
で
寺
の
正
月
僧
も
な
し

瓢
亭

（『
新
俳
句
』
新
年
の
部
「
一
月
」
項
）

こ
れ
と
同
様
の
傾
向
が
、
子
規
の
『
寒
山
落
木
』
巻
四
に
も
見
ら
れ

る
。

正
月
や
里
は
き
の
ふ
の
古
薄

春
王
の
正
月
書
す
と
書
か
れ
た
り

う
れ
し
さ
の
過
ぎ
ぬ
正
月
四
日
な
り

ひ
も
じ
さ
の
餅
に
う
れ
し
き
睦
月
哉

正
月
の
人
あ
つ
ま
り
し
落
語
か
な

一
月

と
な
り
け
り
雪
も
ふ
り
に
け
り

（『
寒
山
落
木
』「
一
月
」
項
、
引
用
『
子
規
全
集
』
二
巻
）

『
寒
山
落
木
』
巻
四
は
類
題
句
集
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
が
、
以
上
の

六
句
は
す
べ
て
「
一
月
」
と
い
う
項
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
根
拠

に
、
子
規
が
三
者
の
つ
か
い
分
け
を
全
く
し
て
い
な
い
と
結
論
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
早
計
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
旧
派
の
よ
う
な
、
旧
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暦
か
新
暦
か
、
あ
る
い
は
春
か
冬
か
と
い
っ
た
区
別
は
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
要
す
る
に
、
子
規
は
「
一
月
」
を
「
正
月
」
に
対
す
る

新
題
と
し
て
捉
え
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事

実
も
、
古
く
か
ら
の
行
事
に
関
わ
る
題
に
お
い
て
「
新
奇
」
な
句
を
詠
む

こ
と
の
困
難
さ
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、『
新
俳
句
』
が
実
質
的
に
唯
一
採
用
し
た
「
新
行
事
」
題
で
あ

る
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
は
、
洋
語
で
あ
り
か
つ
宗
教
色
の
強
い
語
ゆ
え
、

「
古
人
の
類
句
」
は
も
ち
ろ
ん
、
先
行
す
る
旧
派
の
作
例
も
少
な
か
っ
た

も
の
と
思
わ

27
）

れ
る
。
子
規
が
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
の
ど
の
よ
う
な
点
に
新
季

語
と
し
て
の
「
意
匠
」
を
見
出
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
煩
雑
に
渡
る
の

で
、
洋
語
は
じ
め
他
の
新
季
語
採
用
の
問
題
と
も
関
連
さ
せ
つ
つ
、
稿
を

改
め
て
検
討
し
た
い
。

以
上
か
ら
考
察
す
る
に
、
子
規
は
「
新
行
事
」
を
始
め
と
す
る
新
題
の

導
入
が
、
旧
派
に
於
い
て
は
必
ず
し
も
俳
句
の
内
容
の
革
新
に
ま
で
行
き

届
い
て
い
な
い
こ
と
を
見
抜
い
て
お
り
、
加
え
て
自
ら
も
「
新
行
事
」
詠

の
実
作
を
通
し
て
、「
古
人
の
類
句
」
な
ら
ぬ
「
同
時
代
の
類
句
」
の
多

い
「
意
匠
の
陳
腐
な
る
」
句
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
往
々
に
し
て
起
こ

り
う
る
こ
と
を
も
自
覚
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
識

が
、『
新
俳
句
』
に
お
け
る
「
新
行
事
」
題
採
用
の
慎
重
な
態
度
へ
繫
が

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

青
木
亮
人
氏
は
「「
意
匠
の
陳
腐
な
る
を
」
避
け
た
の
が
『
新
俳
句
』

と
す
る
と
、
子
規
達
が
「
類
句
」
と
異
な
る
趣
向
や
措
辞
を
使
用
し
た
の

は
む
し
ろ
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

28
）

の
か
」
と
指
摘
す
る
が
、
殊
に

「
新
行
事
」
詠
に
つ
い
て
は
「「
類
句
」
と
異
な
る
趣
向
や
措
辞
の
使
用
」

が
困
難
だ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
類
句
を
避
け
て
「
新
行
事
」
題
を
詠
む
こ
と
の
難
し
さ
を

検
討
し
て
き
た
が
、
冒
頭
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
子
規
は
決
し
て
「
新
行

事
」
を
含
む
新
題
自
体
を
否
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

子
規
に
は
新
題
を
採
択
す
る
際
、
そ
れ
が
新
し
い
季
語
と
し
て
の
「
意

匠
」
を
持
ち
う
る
か
の
見
極
め
が
必
要
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
『
新
俳
句
』
以
降
の
子
規
の
「
新
行
事
」
詠
に
あ
ま
り
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
子
規
は
「
新
行
事
」
の
季
語
へ
の
取
り
込
み
を
諦
め

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
病
床
に
あ
っ
た
明
治
三
二
年
に
は

人
も
来
ぬ

天
長
節

の
病
哉

子
規

（『
俳
句
稿
』
明
治
三
二
年
、
引
用
『
子
規
全
集
』
三
巻
）

な
ど
の
詠
を
残
し
て
い
る
。
子
規
が
こ
の
詠
を
も
っ
て
、
類
句
を
脱
し
得

た
と
自
認
し
て
い
た
か
は
未
だ
明
ら
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
稿
の

論
じ
て
き
た
類
句
類
想
の
存
在
を
自
覚
し
た
上
で
の
果
敢
な
挑
戦
で
あ
っ

た
と
見
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
新
俳
句
』
以
後

の
子
規
の
動
向
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
に
俟
ち
た
い
。

ま
た
今
回
は
『
新
俳
句
』
を
軸
に
、
旧
派
と
、
明
治
三
〇
年
頃
の
子
規

を
中
心
と
す
る
日
本
派
の
「
新
行
事
」
詠
に
つ
い
て
、
比
較
検
討
し
て
き

た
。
本
稿
で
扱
っ
た
「
新
行
事
」
題
の
問
題
を
裏
返
せ
ば
、
子
規
は
、

「
手
袋
」
や
「
焼
芋
」
な
ど
、『
新
俳
句
』
に
採
用
し
た
他
の
新
題
に
は

「
古
人
の
類
句
」
や
同
時
代
の
類
句
を
脱
し
う
る
、
新
し
い
季
語
と
し
て

の
「
意
匠
」
を
認
め
て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
。
で
は
そ

れ
ら
は
、
旧
派
の
取
り
込
ん
だ
新
題
と
い
か
に
性
質
を
異
に
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
子
規
の
俳
句
革
新
に
つ
い
て
は
、
新
題
と
い
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う
視
点
か
ら
今
後
更
に
追
究
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

注1
）

青
木
亮
人
「
菊
の
詠
み
ど
こ
ろ
｜
明
治
期
俳
諧
宗
匠
と
正
岡
子
規
達
の
作
品

か
ら
｜
」（『
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
』
一
〇
号
、
平
成
二
二
年
三
月
）

2
）

明
治
中
期
以
前
、「
季
語
」
で
は
な
く
、「
季
の
題
」、「
季
の
詞
」
な
ど
の
呼

称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
、
原
則
と
し
て
「
季
語
」
で
統

一
し
た
。
ま
た
、
引
用
句
中
の
季
語
を
特
定
す
る
際
に
は
、
曲
亭
馬
琴
編
、
藍

亭
青
藍
補
、
堀
切
実
校
注
『
増
補

俳
諧
歳
時
記
栞
草
』（
平
成
一
二
年
一
〇

月
、
岩
波
書
店
）、『
図
説
俳
句
大
歳
時
記
』（
昭
和
三
九
〜
四
〇
年
、
角
川
書

店
）、
お
よ
び
櫻
井
武
次
郎
他
校
注
「
俳
諧
開
化
集
」（『
和
歌

俳
句

歌
謡

音
曲
集
』

新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編

）
の
注
釈
を
参
照
し
た
。

3
）

上
原
三
川
他
編
、
正
岡
子
規
閲
、
明
治
三
一
年
三
月
、
民
友
社

4
）

柴
田
奈
美
『
正
岡
子
規
と
俳
句
分
類
』
平
成
一
三
年
三
月
、
思
文
閣
出
版

5
）
『
子
規
全
集
』
一
九
巻
、
書
簡
番
号
五
三
七

6
）
『
子
規
全
集
』
一
六
巻
解
題
や
、
宮
坂
静
生
『
正
岡
子
規
と
上
原
三
川
』（
昭

和
五
九
年
六
月
、
明
治
書
院
）
に
詳
し
い
。

7
）
『
新
俳
句
』
が
旧
暦
準
拠
で
あ
る
背
景
に
つ
い
て
は
、
他
の
類
題
句
集
な
ど

と
も
比
較
し
な
が
ら
別
稿
を
期
し
て
考
察
し
た
い
。

8
）
『
新
俳
句
』
の
新
題
が
冬
季
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
松
岡
満

夫
氏
の
指
摘
が
あ
る
（
松
岡
満
夫
「「
新
俳
句
」
の
成
立
と
特
色
」（『
國
語
と

國
文
学
』
二
九
巻
八
号
、
昭
和
二
七
年
八
月
、
至
文
堂
））

9
）

正
岡
子
規
「
俳
諧
大
要
」（「
日
本
新
聞
」
明
治
二
八
年
一
〇
月
二
七
日
、
引

用
『
子
規
全
集
』
四
巻
）

10
）

西
谷
富
水
編
『
俳
諧
開
化
集
』
西
谷
富
水
刊
。
以
下
同
書
の
引
用
は
す
べ
て

前
掲
注
２
櫻
井
武
次
郎
他
校
注
「
俳
諧
開
化
集
」
に
拠
り
、
句
の
引
用
箇
所
で

は
同
書
の
注
を
参
照
し
た
。
な
お
、『
俳
諧
開
化
集
』
と
い
う
名
称
の
書
物
に

は
、
五
味
吉
次
郎
他
編
『
俳
諧
開
化
集
』（
明
治
一
五
年
一
二
月
、
長
野
小
沢

半
工
舎
外
一
軒
）
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
前
者
を
指
す
。

11
）

発
句
の
部
」
と
い
う
呼
称
は
、『
俳
諧
開
化
集
』
中
で
は
使
用
さ
れ
な
い

が
、
本
稿
で
は
便
宜
上
前
掲
注
２
櫻
井
武
次
郎
他
校
注
「
俳
諧
開
化
集
」
の
解

題
に
従
い
、『
俳
諧
開
化
集
』
下
巻
の
発
句
の
み
を
集
め
た
部
分
を
「
発
句
の

部
」
と
呼
ぶ
。

12
）

四
睡
庵
壺
公
編
『
ね
ぶ
り
の
ひ
ま
』
明
治
七
年
。
以
下
同
書
の
引
用
は
す
べ

て
村
山
古
郷
「
太
陽
暦
と
季
題
の
関
係
｜
四
睡
庵
壺
公
著
『
ね
ぶ
り
の
ひ
ま
』

に
つ
い
て
」（『
俳
句
』
二
九
巻
一
三
号
、
昭
和
五
五
年
一
一
月
、
角
川
書
店
）

に
拠
る
。

13
）

子
規
「
再
び
歌
よ
み
に
与
ふ
る
書
」（「
日
本
付
録
週
報
」
明
治
三
一
年
二
月

一
四
日
、
引
用
『
子
規
全
集
』
七
巻
）

14
）

伊
藤
博
校
注
『
万
葉
集
』
下
巻
、
昭
和
六
〇
年
四
月
、
角
川
書
店

15
）

難
波
」（『
謡
曲
百
番
』

新
日
本
古
典
文
学
大
系

）

16
）

三
森
幹
雄
編
『
俳
諧
新
選
明
治
六
百
題
』
明
治
一
二
年
一
月
、
高
木
和
助
出

版
。
以
下
同
書
の
引
用
は
す
べ
て
本
書
に
拠
る
。

17
）

季
語
と
し
て
の
「
事
始
」
の
解
説
は
歳
時
記
に
よ
っ
て
説
が
分
か
れ
る
部
分

も
あ
る
が
、
例
え
ば
、『
図
説
俳
句
大
歳
時
記

春
』（
昭
和
三
九
年
四
月
、
角

川
書
店
）
に
は
「
二
月
八
日
。
事
と
は
、
祭
・
祭
事
の
意
で
、
東
日
本
で
は
二

月
八
日
と
十
二
月
八
日
と
を
対
照
せ
し
め
て
、
い
ず
れ
も
事
の
日
と
し
、
一
方

を
事
納
、
他
方
を
事
始
と
称
す
る
。（
略
）
行
事
と
し
て
は
、
両
度
と
も
高
い

竿
を
屋
外
に
立
て
て
そ
の
先
に
笊
の
類
を
付
け
て
魔
除
け
と
し
、
お
事
汁
を
食

べ
る
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
が
な
い
」（
鈴
木
棠
三
）
と
あ
り
、
軍
事
お
よ

び
年
頭
に
関
す
る
記
述
は
見
え
な
い
。

18
）

前
掲
注
２
櫻
井
武
次
郎
他
校
注
「
俳
諧
開
化
集
」
参
照
。
拙
稿
「
明
治
期
の

発
句
に
お
け
る
新
事
物
と
題
・
季
の
か
か
わ
り
｜『
俳
諧
開
化
集
』
を
例
に
」

（『
連
歌
俳
諧
研
究
』
一
二
三
号
、
平
成
二
四
年
九
月
）
で
も
取
り
上
げ
た
。

19
）

松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
編
『
季
語
別

子
規
俳
句
集
』（
昭
和
五
九
年

三
月
、
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
友
の
会
）
を
参
照
し
た
。
子
規
に
は
他
に

前
書
を
「
天
長
節
六
句
」
と
し
「
菊
」
を
詠
ん
だ
一
連
の
作
（『
寒
山
落
木
』

巻
三
）
な
ど
も
あ
る
が
、
本
稿
の
引
用
句
か
ら
の
み
で
も
、
子
規
の
「
新
行

事
」
の
詠
み
方
の
傾
向
は
あ
る
程
度
看
取
で
き
る
と
考
え
た
。

20
）

前
掲
注
６
宮
坂
静
生
『
正
岡
子
規
と
上
原
三
川
』

21
）

高
浜
虚
子
・
河
東
碧
梧
桐
選
『
春
夏
秋
冬
』「
秋
之
部
」
明
治
三
五
年
九
月
、
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俳
書
堂
（
引
用
『
子
規
全
集
』
一
六
巻
）

22
）

今
日
の
吉
き
日
は
大
君
の
、
う
ま
れ
た
ま
ひ
し
吉
き
日
な
り
」
で
始
ま
る

黒
川
真
頼
作
詞
、
奥
好
義
作
曲
の
唱
歌
「
天
長
節
」（『
祝
日
大
祭
日
歌
詞
並
楽

譜
』
明
治
二
六
年
八
月
、
宮
田
六
左
衛
門
）

23
）

寒
川
鼠
骨
著
『
春
夏
子
規
俳
句
評
釋
』
明
治
四
〇
年
四
月
、
大
學
堂
（
引
用

越
後
敬
子
編
『
子
規
研
究
資
料
集
成

作
品
評
釈
編
一

』
平
成
二
四
年
二
月
、

ク
レ
ス
出
版
）

24
）
『
新
俳
句
』
に
次
ぐ
日
本
派
の
類
題
句
集
『
春
夏
秋
冬
』（
引
用
『
子
規
全

集
』
一
六
巻
）
は
「
春
之
部
」（
明
治
三
四
年
五
月
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す
発
行
所
）

の
み
子
規
選
、「
夏
之
部
」（
明
治
三
五
年
五
月
、
俳
書
堂

文
淵
堂
）、「
秋
之

部
」（
明
治
三
五
年
九
月
、
俳
書
堂
）、「
冬
之
部
」（
明
治
三
六
年
一
月
、
俳
書

堂
）
は
虚
子
・
碧
梧
桐
選
で
刊
行
さ
れ
た
。
な
お
、『
春
夏
秋
冬
』
に
お
け
る

「
新
行
事
」
の
立
項
は
、「
秋
之
部
」
に
「
神
嘗
祭
」「
天
長
節
」、「
冬
之
部
」

に
「
新
嘗
祭
」
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

25
）

前
掲
注
８
松
岡
満
夫
「「
新
俳
句
」
の
成
立
と
特
色
」

26
）

俳
諧
大
要
」（「
日
本
新
聞
」
明
治
二
八
年
、
引
用
『
子
規
全
集
』
四
巻
）

27
）

越
後
敬
子
氏
は
、「
耶
蘇
祭
」
の
題
を
も
つ
明
治
期
旧
派
類
題
句
集
で
明
治

三
一
年
以
前
に
刊
行
の
も
の
は
、
①
其
角
堂
永
機
・
雪
中
庵
梅
年
編
『
発
句
五

百
題
』（
明
治
一
五
年
一
一
月
、
東
京

高
田
重
助
）、
②
其
角
堂
永
機
・
雪
中

庵
梅
年
編
『
俳
諧
絵
入
八
百
題
』（
明
治
一
七
年
四
月
、
東
京

松
崎
半
蔵
）、

の
二
点
と
指
摘
し
て
お
り
（「
明
治
期
旧
派
類
題
句
集
概
観
」（
国
文
学
研
究
資

料
館
編
『
明
治
開
化
期
と
文
学
』
平
成
一
〇
年
、
臨
川
書
店
））、
実
際
に
永
機

と
完
鷗
に
よ
る
計
二
句
（
の
べ
三
句
）
の
掲
載
が
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
い

ず
れ
の
句
も
「
ク
リ
ス
マ
ス
」
で
は
な
く
「
耶
蘇
祭
」
と
詠
ん
で
い
る
点
に
は

注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

28
）

青
木
亮
人
「「
窓
の
灯
、
雪
を
溶
か
さ
ず
｜
正
岡
子
規
『
新
俳
句
』
と
「
月

並
句
」
の
差
異
に
つ
い
て
｜
」（『
同
志
社
国
文
学
』
七
二
号
、
平
成
二
二
年
三

月
）

※
引
用
に
際
し
、
旧
字
や
異
体
字
を
通
行
の
字
体
に
改
め
た
箇
所
や
、
私
に
傍
線
や

囲
み
線
な
ど
を
付
し
た
箇
所
が
あ
る
。
句
や
句
集
、
季
寄
せ
に
付
し
た
通
し
番
号

は
、
便
宜
上
私
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。『
子
規
全
集
』
は
講
談
社
版
『
子
規
全

集
』
を
指
し
、
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
よ
り
引
用
し
た
。

付
記
）

本
稿
は
平
成
二
五
年
度
俳
文
学
会
第
六
五
回
全
国
大
会
に
お
け
る
口
頭
発

表
を
ま
と
め
、
修
正
と
加
筆
を
施
し
た
も
の
で
す
。
ご
教
示
賜
り
ま
し
た
先

生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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